
伊勢湾台風（S34.9）における
土砂災害等について



等雨量線図

←S28台風13号

極めて上流多雨型の降雨であり、八幡平付近で1,200mmを超える雨量を記録。

上流に比べて中下流部での雨量は少なく、中流部の高野山で200mm程度、下流部の
岩出では50mm程度でした。
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土砂災害について
土砂災害の種類

山腹、川底の石や土砂が
長雨や集中豪雨などに
よって一気に下流へと押し
流されるものをいいます。

その流れの速さは規模に
よって異なりますが、時速
20～40kmという速度で一
瞬のうちに人家や畑などを
壊滅させてしまいます。
「山津波」とも呼ばれます。

斜面の一部あるいは全部が地下水の影
響と重力によってゆっくりと斜面下方に移
動する現象のことをいいます。一般的に

移動する土塊の量が大きいため、甚大な
被害を及ぼします。また、一旦動き出すと
これを完全に停止させることは非常に困
難です。我が国では、地質的にぜい弱で

あることに加えて梅雨あるいは台風など
の豪雨により、毎年各地で地すべりが発
生しています。

地中にしみ込んだ水分
が土の抵抗力を弱め、
雨や地震などの影響に
よって急激に斜面が崩
れ落ちることをいいます。

がけ崩れは、突然起きる
ため、人家の近くで起き
ると逃げ遅れる人も多く
死者の割合も高くなって
います。
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